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【研究成果の概要】  
本研究課題では、巨大地震を含む有感地震 (普通の地震あるいは Fas t 地震 )の発生機構の理解や発生

予測との関連が期待されている ”Slow 地震 ”現象に着目した。 ”Slow 地震 ”は、揺れを感じない、ゆっ

くりとすべる地震現象であり、沈み込み帯プレート境界領域で ”Slow 地震 ”は se i smogen ic  zone と呼

ばれる ”Fas t 地震 ”が生じる領域の浅部と深部に接続又は遷移するように存在する。本研究課題で

は、特に se i smogen ic  zone の深部側 (深度約 30km から 50km までの沈み込み帯プレート境界域 )で発

生する ”Slow 地震 ” (深部 Slow 地震 )の発生領域での岩石構造の推定を対象とした。深部 Slow 地震発

生領域での反応や変形の情報を有すると考えられる複数地域の野外調査及び採取岩石試料の観察・

分析を実施した。  
四国三波川変成帯の沈み込み帯プレート境界上盤側 (上部マントル側 )の岩石種として蛇紋岩を対象と

した研究では、偏光顕微鏡、電子後方散乱回折 (EBSD)装置、ラマン分光分析装置などを用いた微細

組織の観察・分析から、蛇紋岩構成鉱物であり、蛇紋石鉱物の一種であるアンチゴライトの変形メ

カニズムと結晶軸の配列パターンを明らかにし、沈み込み帯浅部ウェッジマントルのアンチゴライ

トの配列パターンと深部 Slow 地震発生領域での蛇紋岩の変形様式を推定した。これらの研究成果の

一部はすでに国際学会で口頭発表がされており (Nagaya  e t  a l . ,  2023)、今後査読付き国際英文誌への

投稿予定である。また、これらの研究成果に関連し三波川帯の蛇紋岩を含む超塩基性岩類に関する

共同研究成果が査読付き国際英文誌が出版予定である (Okamoto  e t  a l . ,  i n  p res s )。  
また、沈み込み帯プレート境界での下盤側 (海洋プレート側 )由来の変成岩類の採取試料を用いた、深

部 Slow 地震発生領域に関する共同研究も実施した。すでに深部 Slow 地震発生領域での剪断応力

(Koyama e t  a l . ,  2024)や沈み込み物質 (特に泥質な堆積物が変成した変泥質岩 )の脱水反応に伴う高流

体圧 (Uj i i e  e t  a l . ,  2024)に関する研究成果やこれらと深部 Slow 地震との関連について査読付き国際英

文誌に出版されている。  
また、天然岩石・鉱物試料中の変形微細組織や生体鉱物の EBSD 分析などを実施し、鉱物の相転移

や、核生成と成長に関する共同研究成果はすでに査読付き国際英文誌に掲載 (Takahash i  e t  a l . ,  2024)
または掲載予定 (Yosh ioka  e t  a l . ,  i n  p res s )である。  
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